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「
毎
年
同
じ
」

で
あ
る
は
ず
が
無

い
の
だ
が
今
年
の

春
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

が
一
ヶ
月
も
早
く

咲
い
た
。
そ
の
矢

先
寒
気
と
共
に
霜

が
降
り
一
夜
に
し
て
モ
ク
レ
ン

が
花
を
落
と
し
た
。
農
作
物
の

管
理
は
大
変
な
事
だ
ろ
う
。
稲

作
の
作
業
も
始
ま
り
活
気
付
い

て
来
た
。
そ
の
中
で
静
か
に
し

て
い
る
田
も
あ
る
。
自
然
に
帰

っ
た
田
も
あ
る
。
時
の
流
れ
と

共
に
必
要
な
事
も
変
わ
っ
て
行

く
。
県
北
部
で
昨
年
十
一
月
に

起
き
た
地
震
で
、
白
馬
村
で
は

田
の
傾
き
や
地
盤
の
亀
裂
で
今

年
の
米
作
り
は
難
し
そ
う
だ
と

い
う
。
自
然
か
ら
受
け
る
影
響

は
測
り
知
れ
な
い
。

　

昨
年
の
秋
起
き
た
御
嶽
山
噴

火
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

方
々
の
再
捜
索
に
向
け
、
先
遣

隊
を
七
月
を
軸
に
出
す
事
が
決

ま
っ
た
そ
う
だ
。
ご
家
族
の
心

労
や
想
い
に
遠
く
で
あ
る
が
寄

り
添
い
た
い
。
先
日
桜
島
が
噴

火
し
た
。
西
之
島
の
沖
合
で
は

変
色
し
た
水
域
が
確
認
さ
れ
火

山
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。
箱
根
山

も
活
発
な
火
山
活
動
が
続
い
て

い
る
。
地
球
内
部
の
自
然
が
動

き
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

の
活
躍
に
、
大
き
な
歓
声
が
沸

い
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で

す
。

〈
小
学
生
の
部
〉

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
10
分
館

　

準
優
勝　

第
3
・
4
分
館
A

　

第
3
位　

第
6
分
館

　

第
4
位　

第
11
分
館
A

ス
ー
パ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
の
部

　

優　

勝　

第
11
分
館

　

準
優
勝　

第
5
・
10
分
館
A

　

第
3
位　

第
1
・
2
分
館
B

　

第
4
位　

第
3
・
4
分
館
B

〈
中
学
生
の
部
〉

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
10
分
館
A

　

準
優
勝　

第
5
分
館
B

　

第
3
位　

第
1
・
2
分
館
A

　

第
4
位　

第
1
・
2
分
館
B

　

町
公
民
館
で
は
毎
年
恒
例
の

文
化
祭
を
十
月
二
十
九
日
か
ら

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
祭
で
は
絵
画
や
盆
栽
、

陶
芸
、
書
道
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
出
品
や

最
終
日
に
行
わ
れ
る
合
同
音
楽

祭
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
合
唱
、

吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
、
舞
踊
な
ど

こ
ち
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
発
表

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
か
ら
ご
準
備
頂
き
、
み
な

さ
ん
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
、

ま
た
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
皆
さ
ん
の
出

品
、
発
表
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
期
日
が
近
く

な
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
お
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
町
総
合
セ
ン
タ

ー
（
九
二
─
四
三
九
一
）
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最

終
日
五
月
六
日
（
水
・
祝
）
に

小
海
町
少
年
球
技
大
会
が
、
三

会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
の
室
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
は
小
学
校
低
学

年
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ホ
ッ
ケ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
旧
北

牧
小
学
校
の
体
育
館
で
は
、
小

学
校
高
学
年
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

中
学
校
の
体
育
館
で
は
中
学
生

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち

シ
ニ
ア
の
部

優　

勝　

加
藤
宏
人　
　

79

準
優
勝　

新
津
勝
則　
　

80

第
3
位　

新
津
林
一
郎　

80

女
子
グ
ロ
ス
の
部

優　

勝　

新
津
澄
子　
　

86

準
優
勝　

宿
岩
寿
恵　
　

97

第
3
位　

篠
原
三
千
子　

98

　

町
民
の
健
康
と
体
力
向
上
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
小
海
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
五
月
十
日
㈰
、
小
海
リ
エ
ッ

ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
一
一
五
名
の
参
加
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、
爽
や
か
な
高
原

の
風
を
う
け
て
楽
し
ん
で
プ
レ

ー
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
今
大
会
も
一
〇
〇
名
を

越
す
参
加
に
よ
り
大
会
を
盛
り

あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
参
加
者
も
十
一
名
と

多
く
、
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
部

優　

勝　

関　

久
則　

71
．
2

準
優
勝　

黒
澤
貴
志　

71
．
8

第
3
位　

宮
沢
修
次　

71
．
8

第
4
位　

井
出
雄
一　

72
．
2

第
5
位　

有
坂
崇
敏　

72
．
2

男
子
グ
ロ
ス
の
部
　

優　

勝　

小
池
正
幸　
　

78

準
優
勝　

篠
原　

淳　
　

79

第
3
位　

井
出
正
一　
　

79

第
二
十
六
回

　
小
海
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

関　

久
則
さ
ん
優
勝

第
二
十
六
回

　
小
海
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

関　

久
則
さ
ん
優
勝

第43回
町文化祭への
発表及び出品の
お知らせ

少年
球技大会
少年
球技大会

第50回第50回
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こ
の
た
び
公
民
館
長
の
役
を

任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
非
力
の
身

で
そ
の
任
を
担
え
る
か
少
な
か

ら
ず
不
安
な
と
こ
ろ
で
す
が
、

町
民
の
皆
様
の
ご
教
示
と
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
公
民
館
活
動
で
す
が
、

前
号
の
公
民
館
報
に
紹
介
さ
れ

た
「
公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
」

の
活
動
や
各
分
館
で
の
活
動
、

ま
た
町
の
文
化
祭
や
町
民
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
町
民
に
よ
る
組
織

的
な
交
流
活
動
が
そ
の
中
心
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
六
日
㈫
に
第
十
九

回
町
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

が
松
原
高
原
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
に
て
二
十
名
の
参
加
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
見
事
な
五
月

晴
れ
の
中
、
日
差
し
が
若
葉
に

映
え
、
爽
や
か
な
高
原
の
中
で

気
持
ち
よ
く
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
緑
に
包
ま
れ
た
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
か
ら
は
、
時
折
木
々

の
間
か
ら
響
き
渡
る
鳥
の
鳴
き

声
を
声
援
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
か

ら
響
き
渡
る
笑
い
声
に
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
楽
し
ん
で
い
る

　

し
か
し
、
近
年
わ
が
町
も
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
流
れ

に
あ
っ
て
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
は
町
外
の
人
も
加
わ
っ

た
り
、
複
数
の
分
館
が
連
携
し

て
活
動
し
た
り
す
る
な
ど
の
形

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
町
民
運
動

会
の
よ
う
な
地
域
間
、
世
代
間

の
大
規
模
な
交
流
な
ど
も
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
現
状
に
応
じ
た
活
動
の

形
は
今
後
と
も
継
続
的
な
課
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
の
秋
に
は

町
の
懸
案
だ
っ
た
（
仮
称
）
北

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

年
配
の
方
た
ち
の
迫

力
あ
る
プ
レ
ー
に
、
元

気
を
い
た
だ
い
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優　

勝

　

倉
根　

勝
美　

114

準
優
勝

　

柳
沢　

利
昌　

117

第
3
位

　

井
出　

光
子　

121

牧
学
習
館
が
オ
ー
プ
ン
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
習
館

が
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
と
し
て
町
民
の
皆
様
の
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
推
進

さ
れ
、
新
た
な
交
流
の
拠
点
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
絆
を
深
め
、

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
あ
る
い

は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

し
て
の
公
民
館
活
動
が
よ
り
一

層
充
実
し
、
進
展
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

微
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
重
ね
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
長
就
任
挨
拶

小
海
町
公
民
館
長　

井
出
和
利

公
民
館
長
就
任
挨
拶

小
海
町
公
民
館
長　

井
出
和
利

総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室
だ
よ
り

新
し
い
図
書
館
は
・
・
・

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
役

立
つ
図
書
館
を
め
ざ
し
、
一
層

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、（
仮
称
）
北
牧
学
習
館

オ
ー
プ
ン
後
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
他
の

施
設
と
と
も
に
図
書
館
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

・
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
、
ぐ
ん

と
広
く
な
り
ま
す
。
学
校
帰

り
に
本
を
読
ん
だ
り
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
お
迎
え
を
待

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
学
習
室
が
で
き
ま
す
。
静
か

　

小
海
町
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

き
ず
な
は
一
九
九
四
年
長
湖
畔

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
が
建
設
さ
れ
た
時
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
後
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

夏
至
祭
の
開
催
、
左
手
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
舘
野
泉
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
、
小
海
町
高
原
美
術
館
で

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
関
連
展
覧
会

な
ど
交
流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
テ
ネ
ッ
テ

ィ
中
学
生
の
生
徒
た
ち
と
二
〇

一
一
年
か
ら
文
通
が
行
わ
れ
て

お
り
、
教
室
が
毎
週
、
第
一
、

な
環
境
は
、
受
験
勉
強
な
ど

に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

・
一
般
書
は
も
ち
ろ
ん
新
聞
・

雑
誌
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

出
来
る
だ
け
リ
ク
エ
ス
ト
に

も
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

・
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
の
ほ

か
、
ご
自
分
の
端
末
を
利
用

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

本
の
貸
出
は
、
六
月
十
五
日

㈪
で
一
旦
終
了
し
ま
す
。
返
却

は
、
七
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
三
金
曜
日
に
小
海
町
公
民
館

で
午
後
四
時
か
ら
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
部
活
な
ど
考
慮
し
て

下
校
時
間
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
文
通
は
英
語

で
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す

の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
海
中
学
校
の
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
海
町
公
民
館

（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
0
2
6
7
─

92
─

4
3
9
1

文
通
に
よ
る
国
際
感
覚
養
成
！
し
ま
せ
ん
か

第19回
町民マレット

ゴルフ大会

第19回
町民マレット

ゴルフ大会
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⑷

教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …６月号…
Vol.6

　1学期の始まり（4・5月）には安全について学校で学習する時間がたくさん
ありました。▪避難訓練　▪交通安全教室　▪不審者侵入避難訓練　どれも自
分の命は自分で守るための大切な訓練であり、今年学校生活の中で大切にして
いきたい目標です。教室からの避難では避難経路を確かめると共に避難の時の
約束おさない・はしらない・しゃべらない・もどらないも確認しました。特に
「しゃべらない」がいざというとき指示を聞くために絶対守ることだと消防署

の方からお聞きしました。交通安全教室は雨の
中でしたが、見通しが悪い中で安全確認をきちんとしなければならないことを身
をもって体験できました。不審者に対する行動訓練では、知らない人と話す時に
は手が届かないくらい離れること、誘いに乗らないためにきちんと断れること等
場面に分けて考えました。合い言葉の「いかのおすし」＝いかない・のらない・
おおごえをだす・すぐにげる・しらせる、をいつも思い出せるようにしようとお
話していただきました。

　4月14日から16日、3年生52名が奈良・京都への修学旅行に行ってきました。初日は雨天となりましたが、
全員無事に3日間を過ごす事ができました。国宝である奈良の大仏を間近で見たり、日本の伝
統文化である「清水焼」の絵付け体験をしたりと、目で見て、耳で聞き、舌で味わい･･･「五
感」を活かして多くのことを学んだ旅行になりました。

生徒の感想から・・・
・初めて見る大仏がすごい迫力で驚きました。
・集団行動の大変さを感じた。それと同時に大切さも改めて
分かったので、これからも協力しあって生活していきたい。

・この52人だからこそ楽しかった修学旅行になりました。と
ってもいい思い出です！

　この修学旅行で学んだことを今後の学校生活に生かしていけるよう、今年も小海中の最高学年に期待です！

共育の広場

小海小学校 ４・５月安全教室

小海中学校 修学旅行　～日本の文化を知り、仲間との友情を深めてきました！～

今! 小海高校 新入生を迎えて
　木々の葉が繁り、初夏の訪れを感じる季節となりました。平成27
年度、小海高校に120人の新入生を迎えて新学期が順調にスタートし
ました。高校受験は新入生、そして保護者の方々にとっても初めての
試練だったと思います。入学式での生徒たちは、緊張の中にも志望校
に合格した自信に満ちた表情で、高校生活への期待や覚悟が伝わって
まいりました。植物が節から芽を出すように、生徒たちも高校入学と
いう人生の節目から大きく成長して欲しいと願っております。
　さて、そんな新入生の学校生活も3ヶ月目に入りました。小海高校
の「当たり前のことを当たり前にできる」生徒を目指して、授業を大切にする姿勢や身だしなみ、挨拶、清掃活
動など日々努力しております。また生徒会活動や班活動も始まり、新しい友人や先輩との関わりを通して、人間
関係の幅も広がりつつあります。今後様々な学校行事の中で、小さい学校であるからこそ自分の存在感の大きさ
を実感できる機会が増えることと思います。
　小海町の皆様には、通学路の環境整備をはじめ、地域全体での温かいご支援、本当にありがとうございます。
今後ともよろしくお願いいたします。
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定例教育委員会が行われました
●4月教育委員会（平成27年4月22日）
議 1　平成27年度教育委員会運営について
議 2　後援依頼について
議 3　平成27年度学校運営について学校長との意見

交換について

・年間計画について決定しました。
・後援依頼について承諾しました。
・学校から27年度運営計画の説明をいただき意見
交換をしました。

●4月中学校組合教育委員会（平成27年4月22日）
議 1　平成27年度教育委員会運営について
議 2　平成27年度学校運営について学校長との意見

交換について

・年間計画について決定しました。
・学校から27年度運営計画の説明をいただき意見
交換をしました。

教育委員会情報　4月

　4月より小海中学校でお世話になっております、遠
藤奈帆と申します。3月に新潟県にある上越教育大学
を卒業し、この小海中学校が初任校となります。学校
での毎日は、初めてのことや面白い発見が多くあり、
試行錯誤しながら生徒の皆さんと一緒に奮闘していま
す。
　私の地元は北信の千曲市であり、小海中学校に赴任
が決まったとき、正直、「小海町はどの辺にあるのだ
ろう？」と地図を開いて確認をしてしまいました。し
かし、豊かな自然、優しい町の皆さん、素直でまじめ
な生徒たちに囲まれて、「小海に来てよかった！」と
いう思いを日々実感しています。
　私は、中学生の時に国語の先生に憧れて、「先生に
なろう」という夢をもちました。夢を実現させること
ができたのは、中学時代の恩師をはじめ、家族、友達、
大学での経験など、私を支えてくれたたくさんの方の
おかげであると感じています。
　今度は、私が自慢の笑顔とあふれる元気で、生徒た
ちの「夢」実現のために精一杯尽力していきたいと思
います！　よろしくお願いいたします。

熱い共育人
vol.5 小海中学校

教諭
遠
え ん

藤
ど う

　奈
な

帆
ほ

　平成27年5月8日、平成27年度第1回小海町総
合教育会議を、平成27年5月14日、平成27年度
第1回小海町北相木村南相木村中学校組合総合教
育会議を開催しました。
　これは、平成27年4月1日に施行された「地方
教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に
伴い、地方公共団体に設置することが義務づけら
れたもので、教育の課題や目指す姿を共有するた
め、町長（組合長・副組合長）と教育委員会が幅
広く意見交換を行う会議です。
　町長（組合長）は「教育委員会との意見交換に
より、同じ方向のもと、連携して効果的な教育施
策を推進していく」と述べました。
　会議では、「小海町教育大綱（案）」、「小海町北相木村南相木村中学校組合教育大綱（案）」について
協議されました。

第１回小海町総合教育会議及び
第１回小海町北相木村南相木村中学校組合総合教育会議を開催

中学校組合総合教育会議の様子

♪ 小海小学校　校内音楽会 ♬♪ 小海小学校　校内音楽会 ♬
と　き：6月19日㈮　午前9時から
　　　　（8時55分までに入場してください。）
ところ：小海小学校　体育館

～地域の皆様、ぜひお出かけください～
【問い合わせ】小海小学校　電話 ０２６７－９２－２０３２
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小海町チーム
健闘!
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第11回 県市町村対抗
小学生駅伝
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知恵の泉事業推進委員を募集します
　町では知恵の泉事業推進委員会の委員を広く町民の皆さんから募
集いたします。
　推進委員の方には主に音楽堂コンサートの企画運営等を行ってい
ただきます。
　音楽堂コンサートに興味のある方、ご自分で企画や運営に携わっ
てみたい方などぜひご応募ください。お待ちしております。
　お問い合わせやご連絡は町総合センター、電話９２－４３９１ま
でお願いいたします。
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⑺

小海町を満喫!!　体験型パンフレットができました!小海町を満喫!!　体験型パンフレットができました!
　豊かな緑の広がる大地や高原を気軽に散策し、小海町を満喫
しよう！という目的でパンフレットができました。コースは4
コース、町内の方も町外の方も気軽にご参加いただけ、お得な
特典もついているパンフレットです。ぜひご活用下さい。
①春・夏収穫体験コース（高原の旬を食べよう！）
	 広報14ページをご覧下さい
②小海1泊2日　満喫コース（さぁ松原湖へ行こう！）
③トレッキングと温泉コース（大自然を歩いて　温泉で癒す）
④子宝・こうみ町巡りコース（子宝・安産・子育て＝小海町）
【問い合わせ】　産業建設課　観光係　９２−２５２５

5月12日は民生委員・児童委員の日
　小海町民生児童委員協議会では、活動強化週間中の5月18日㈪、小海保育園で畑づくりやテント張り等のお
手伝いや、園児と一緒に花壇の花植えを行い、終了後年長児のみなさんと一緒に温かな昼食をいただきました。
常に子供たちが元気に安心して暮らせるよう、見守りなど行なって参ります。
　生活上の心配ごとの相談や福祉サービスについてなど、相談事がありましたらお近くの民生委員さんまでご
相談ください。
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平成27年度　小海町職員採用試験受験案内

但し、次のいずれかに該当する者は受験できません。
①	 日本の国籍を有しない者
②	 成年被後見人又は被保佐人
③	 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
又はその執行を受けることがなくなるまでの者

④	 小海町の職員として懲戒免職の処分を受け、その
処分の日から 2年を経過しない者

⑤	 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又
はその下に成立した政府を暴力で破壊することを
主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに
加入した者

２　採用の条件
・試験に合格して採用された場合は、小海町内に住
所を有すること。

３　試験の方法
　⑴　一次（筆記）試験
初級（高校卒業程度）教養試験・事務適性検査・
職場適応性検査

　⑵　二次試験
イ　作文試験：（400字詰め原稿用紙 2 枚程度）
主として文章の表現力について試験

ロ　口述試験：地方公務員としてふさわしい人物
かどうか、労務に適性があるかどうか等につ
いて、個別面接による試験

◎試 験 区 分　初級一般事務
◎第一次試験　平成27年 9 月20日㈰
◎受 付 期 間　平成27年 7 月 1 日㈬から

8 月11日㈫まで　

１　試験区分、採用予定人員及び受験資格

４　試験の期日及び場所
　⑴　一次試験：平成27年 9 月20日㈰　小海町役場
　⑵　二次試験：平成27年10月18日㈰　小海町役場

（予定）

５　受験手続
　⑴　提出書類
①　受験申込書（小海町所定のもの、本人記入の
こと）

②　履歴書（市販の用紙にボールペン等で自書し、
写真を貼付）

③　写真 2枚（履歴書に 1枚貼付し、受験票貼付
用に 1枚添付）
・最近 3カ月以内に撮影した正面向き、脱帽、
上半身のもの（縦40×横30mm）

　⑵　受付期間
　　・平成27年 7 月 1 日㈬から 8月11日㈫まで
　⑶　受付場所
　　・小海町役場　総務課　総務係
　⑷　その他
　　・試験の受験票は、直接本人に送付します。

６　試験結果及び合格通知
⑴　第一次試験結果、第二次試験の通知：平成27年
10月 7 日までに行います。

⑵　第二次試験の結果及び合格通知：平成27年10月
30日までに通知します。

７　採用予定年月日：平成28年 4 月 1 日

８　給与等
　・小海町給与関係条例によります。

９　その他
・採用試験申し込みに際して収集した個人情報は、
今年度の採用試験に必要な範囲でのみ利用します
ので、ご了承ください。

昭和60年 4 月 2 日から平
成10年 4 月 1 日までに生
まれた者。

保健師免許を有する者又
は平成28年 3 月末までに
取得見込みの者で、昭和
45年 4 月 2 日以降に生ま
れた者。

試験の
名 称

初　
　
　

級　
（
高
校
卒
程
度
）

一
般
事
務

保
健
師

若
干
名

若
干
名

試 験
区 分

採用予
定人員 受　験　資　格

この試験についての問い合わせは下記へお願いします。
〒384−1192	 長野県南佐久郡小海町大字豊里57−1
	 小海町役場　総務課　総務係
	 ℡0267−92−2525（内線135）
	 E-mail: soumu@koumi-town.jp
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町税等の納期のお知らせ　平成27年6月～8月の納期は下記のとおりです

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌日に振替ます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ延滞金が課せられますので必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
　6　月26日㈮
　7　月27日㈪
　8　月26日㈬

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

１期

２期
２期 １期

２期
１期
２期

１期
２期

	 鹿の肉は、町ではどのようにしていますか。100頭も取ったと聞くが、この冬は、販売日を設けて売っ
て下さい。

	 町では有害鳥獣の駆除を猟友会員の皆様にお願いし、農林業への被害防止に務めているところです。
	 肉の処理につきましては食品衛生法や信州ジビエ衛生管理ガイドラインの衛生基準を満たさない限り、

販売することは困難であり、そのほとんどを狩猟者の皆様が埋立処理をしています。
	 なお、駆除された有害鳥獣の活用については現在検討を行っています。

町政ご意見箱意見一覧（各課別）4月

産
業
建
設
課

「まちづくり」について考えてみませんか？「まちづくり」について考えてみませんか？
～まち・ひと・しごと創生～

　いま、日本全国で人口減少・少子高齢化が進行しています。国では、まち・ひと・しごと創生本部を立ち上げ、全国
で地方創生の取組みが始まっています。小海町でも、子どもや若者の人数が減っていき、活気が失われていっている状
況には、実感があるのではないでしょうか。元気なお年寄りも多い小海町ですが、10年後、20年後のことを考えると不
安もあるのではないでしょうか。
　町でも、さらに人口減少・少子高齢化が進んでいき、町の活力が失われることを危惧して、これまでも町の長期振興
計画を策定し、さまざまな施策を実施してきたところです。
　しかし、人口減少・少子高齢化には歯止めがかからず、地方創生のためには、今までとは違った手法・視点で町の将
来のすがた、今後の「まちづくり」の方向を考えていかなければならない転換期に来ていると考えています。
　地方創生は、国と一体となって取り組んでいきますが、「まちづくり」は、行政だけで進めることはできず、町民の
みなさんの協力が必要です。
　「まちづくり」について考えてみませんか？

ご意見

回　答

※国の進める、まち・ひと・しごと創生と関連します。◎問い合わせ先　総務課企画係　0267− 92 − 2525（代表）

●町民アンケートのお願い
　18歳以上のみなさんのうちから無作為に抽出
した方に、町役場からアンケート調査を送付させ
ていただきます。
　「まちづくり」のために、普段みなさんが思っ
ていることを参考にしたいので、アンケートが送
られてきたみなさんは、6月30日までのご回答に、
ご協力をお願いします。

●みなさんのご意見をお聞かせ下さい
　「まちづくり」について、みなさんの生の声、
意見をお聞きするため、6月、7月の間にみなさ
んのご意見をお聞きする場を設けたいと考えてい
ます。
　まちの将来を考え、みなさんと協力して「まち
づくり」を行うため、是非ご参加ください。
　日程等の詳細は追ってお知らせします。
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地域おこし協力隊のコラムが始まります

⑽

　こんにちは。地域おこし協力隊の細谷です。
　さて、公民館報では今月より地域おこし協力隊のコラムがスタートし
ます。内容としましては、協力隊から見た小海町の好きな場所や素敵な
人たちを紹介していきたいと思います。
　今回紹介するのは「白駒の池」です。有名な場所なので知っている方
は多いかと思いますが、この白駒の池は小海町と佐久穂町の境にあり、標高2100m以上の湖としては日
本一大きいそうで、付近には八ヶ岳連峰の登山口があったり、紅葉が見頃のシーズンとなるとたくさん
の観光客が訪れています。ボクもたまにリフレッシュをしにこの場所に足を運びます。池の周囲を囲む
たくさんの木々や苔が生い茂った原生林の中を歩くだけで、とても気持ちの良いものです。そして雲と

月明かりの少ない夜にこの場所に行ってみるとそこ
には満点の星空“天然のプラネタリウム”と出会え
ます。気になる方はぜひ、どうぞ。（ヘッドランプ
など忘れずに！）
　今後は地域おこし協力隊の 2 名が交代しながらコ
ラムを載せていきますのでよろしくお願いします。
小海町 地域おこし協力隊では Facebook ページで
も随時、素敵な地域情報を更新していますのでコチ
ラもどうぞ！
→ https://www.facebook.com/koumiokoshi

　こんにちは。日本大学経済学部沼尾ゼミナールです。今年度
は ｢ 小海町の子育て支援 ｣ をテーマに 1 年間活動します。
　小海町で子どもたちが外で遊んでいる姿を見かけることが少
なかったことが気にかかり、子育て支援に注目した調査を行な
うことにしました。子どもが増えれば地域は元気になります。
私たちの活動が、小海町活性化の一助になればと思っています。
　小海町の子育て支援について、住民の皆様はどう感じている
のかを知りたいと思っています。行政や関係団体、学校等へヒ
アリングを行い、小海町の子育て支援策について学ぶとともに、
住民の皆様から小海町の子育て環境についてお話を伺いたいと
考えています。12 月には政策提言を行なう予定です。
　幅広い世代の生の声をお聞きしたいと考えていますので、町
内で私たちを見かけた際にはぜひお声掛けください。ご協力を
お願い致します。
　本件につきましてのご意見等は総務課企画係までお寄せ下さ
い。
【問い合わせ】℡９２−２５２５

地域おこし協力隊のコラムが始まります地域おこし協力隊のコラムが始まります

本年度も日本大学の学生が小海町で活動します!!本年度も日本大学の学生が小海町で活動します!!
＝テーマは　小海町の子育て支援＝

写真左から
樺澤　郁斗（かばさわ　あやと）	 新潟県出身
加茂　美幸（かも　みゆき）	 埼玉県出身
末田　瑛理（すえた　えり）	 千葉県出身
岩崎　卓海（いわさき　たくみ）	 神奈川県出身
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平成28年1月から
社会保障・税・災害対策の行政手続きで

マイナンバーが必要になります

⑾

マイナンバー制度について：№2

平成28年1月から
社会保障・税・災害対策の行政手続きで

マイナンバーが必要になります

平成28年1月から
社会保障・税・災害対策の行政手続きで

マイナンバーが必要になります
マイナンバーは社会保障・税・災害対策の分野で、法律で定められた行政手続きにしか使えません。

＊年金・雇用保険・医療保険の手続き、生活保護・児童手当その他福祉の給付、確定申告などの税の手
続きなどで、申告書等にマイナンバーの記載を求められることになります。

民間事業者も、税や社会保険の手続きでマイナンバーを取り扱います
　民間事業者は、従業員の健康保険や厚生年金等の加入手続き、給与の源泉徴収票の作成を行って
います。
　平成28年1月以降、これらの事務を行うためにマイナンバーが必要になりますので、それぞれの
帳票等の提出時期までに、パートやアルバイトを含め、全従業員のマイナンバーを順次取得する必
要があります。
＊法律で定められた事務以外でマイナンバーを利用することはできません。　
＊マイナンバーを含む個人情報（特定個人情報）は適切に管理する必要があります。

マイナンバー制度に関するお問合せ
　　　　◆コールセンター　　0570−20−0178（全国共通ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　　平日　午前9：30～午後5：30（土日祝祭日除く）
　　　　◆マイナンバー制度に関するホームページ（内閣官房）
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cas.go.jp/seisaku/bangoseido/

お問合せ：小海町役場 総務課　℡92−2525

・年金の資格取得や確認、給付
・雇用保険の資格取得や確認、給付
・ハローワークの事務
・医療保険の保険料徴収
・福祉分野の給付、生活保護など

・税務当局に提出する確定申告書、
　届出書、調書などに記載

・被災者生活再建支援金の支給
・被災者台帳の作成事務

社会保障
税 災害

対策

社会保障
税 災害

対策
年金 労働

医療 福祉
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すこやかBOXすこやかBOX がん検診推進のご案内

「子宮頸がん」「乳がん検診」を
過去５年間未受診の方は無料で受けられます

「子宮頸がん」「乳がん検診」を
過去５年間未受診の方は無料で受けられます

乳がん検診（マンモグラフィー）
　○対象年齢　

年　齢　　　　　　　　　　　　　　　生　年　月　日
４０歳　　昭和４９（１９７４）年４月２日～昭和５０（１９７５）年４月１日
４５歳　　昭和４４（１９６９）年４月２日～昭和４５（１９７０）年４月１日
５０歳　　昭和３９（１９６４）年４月２日～昭和４０（１９６５）年４月１日
５５歳　　昭和３４（１９５９）年４月２日～昭和３５（１９６０）年４月１日
６０歳　　昭和２９（１９５４）年４月２日～昭和３０（１９５５）年４月１日

子宮頸がん検診
　○対象年齢　

年　齢　　　　　　　　　　　　　　　生　年　月　日
２０歳　　平成　６　（１９９４）年４月２日～平成　７　（１９９５）年４月１日
２５歳　　平成　１　（１９８９）年４月２日～平成　２　（１９９０）年４月１日
３０歳　　昭和５９（１９８４）年４月２日～昭和６０（１９８５）年４月１日
３５歳　　昭和５４（１９７９）年４月２日～昭和５５（１９８０）年４月１日
４０歳　　昭和４９（１９７４）年４月２日～昭和５０（１９７５）年４月１日
　

※上記（表の対象年齢）に該当しない方は無料で受診することができ
ません。子宮頸がん検診（２０歳）乳がん検診（４０歳）の方へは、
既にクーポン券を送付しております。
・上記年齢の対象者の方でがん検診を希望される方は、「無料クーポ
ン券」を役場にて発行いたします。無料クーポン券の有効期限は平成２８年３月３１日までです。
	 検診を希望される方、ご自分が対象かお知りになりたい方などは、町民課保健係までお問い合わ
せください。

佐久あすなろの会のご案内　～佐久地域自死遺族会交流会～
　ご家族が自死で亡くなった場合、残された人は様々な
感情・想いをもちます。
　佐久あすなろの会は、同じ体験をされた方々と安心し
て気持ちを語れる場です。
　以下の日程で開催しますので、ご参加ください。

○日　時　平成27年 8 月 5 日㈬、11月10日㈫
　　　　　平成28年 2 月19日㈮
　　　　　時間は　午後 1 時30分から 3 時30分まで
○内　容　自死遺族の分かち合い

○会　場　佐久市内
（参加申込された方に会場を案内します。）

○費　用　１００円（お茶代）
○参加対象者

ご家族を自死で亡くされた方（自死された方
の親・配偶者・兄妹・子ども）
その他の方の参加はお断りします。

○参加申込・お問い合わせ先
佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課
保健師　電話：０２６７－６３－３１６４



シリーズ防災 ⑥
シリーズ防災 ⑥

「もしも」のときにそなえよう!
　もしものときの準備、できていますか？
災害発生時の行動と「そなえ」について、もう一度、家族
や職場で話し合ってみましょう。

大雨になりそうな時、どうする？
大雨になる !（大雨警報が発表 !）
　　　大雨による洪水や浸水が発生 !
河川や用水路の周辺には近づかない
・大雨によって河川の用水路の水かさが増し、その周辺
にも激しい水の流れができることがある。
・側溝のフタが外れていることに気づかず、そのまま流
されて死亡してしまう事故が発生している。
・大雨で増水しているときは決して河川や用水路の周辺
には近づかないようにする。　　　　

地下道には近づかない
・突発的に発生する短時間の大雨では、降雨量が道路側
溝の排水処理能力を超える場合がある。
・処理しきれない雨水は標高の低い場所へと流れ込み、
地下道はあっという間に冠水する。
・車両が冠水した地下道に取り残され、水没した車内で
溺死する事故も発生しているため、車の運転中に大雨
に遭遇した場合は、できるだけ低い場所は避けて運転
する。
※地下道とは、立体交差で、鉄道や道路の下を通る掘り
下げ式の道路。
　
地下施設から地上へ避難する
・突発的に発生する短時間の大雨では、地下施設が冠水
し、たびたび死者も出ている。
・地下施設にいる時は、気象庁が発表する最新の気象情
報などを随時確認する。

山などの急な斜面には近づかない
・現在の科学技術では、土砂災害がいつ・どこで・どの
程度の規模で発生するかを予測することは困難。
・大雨警報や土砂災害警戒情報が発表された場合は、山
などの急な斜面には近づかないようにする。
・「斜面から小石が落ちてくる」、「湧き水がにごる」など、
異常があった場合は、安全を確保した上で、避難する。

避難するときはどうする？
１．避難は周囲の状況を確認してから
・避難するときは、周囲の状況を確認してから避難所へ
向かう。

・家の周囲の斜面で以下の現象が発生している場合は、
速やかに避難する。
　○斜面にひび割れが生じている。
　○小石が落ちてくる。
　○土の匂いがする。
　○斜面から水が湧き出ている。
　○湧き水や井戸水がにごる。
　○地鳴りが聞こえる。

２．避難する際の服装
・頭を保護するヘルメットなどを着用する。
・動きやすい長袖と長ズボンで、軍手を着用する。
・長靴ではなく、普段から履きなれた底が厚めの靴を履
く。
・両手は空いている状態にし、非常用品等はリュックに
入れて避難する。

３．避難する際の注意
・可能な限り複数人で避難する。
・浸水している場合は、傘や杖などの棒を使って地面の
様子を探りながら避難する。（マンホールや側溝の付
近は大変危険です。）
・夜間に避難するのは大変危険なため、できるだけ明る
いうちに避難する。

４．近所の頑丈な建物に避難する選択肢もある
・避難所へ移動することが困難な場合は、近所の頑丈な
建物に避難する。
・鉄筋コンクリート製の建物に避難し、その際は斜面と
正反対のフロアへ移動する。
・自宅にとどまる場合も、できるだけ高い階の斜面から
離れた部屋に移動する。
・場合によっては、消防・警察・役場に救助の要請をす
る。

大雨にそなえる
１．ハザードマップの確認を
・各戸に配布してありますハザードマップを見ながら、
どこで浸水や土砂災害の危険性が高いのか、河川が増
水した場合に安全に橋を渡ることができるのかを家族
や地域の人達と話し合って、イメージすることが大切
です。
・事前に安全な避難経路を家族や地域の人達と話し合っ
て、確認する。

　
２．非常持ち出し袋の中身を確認する
・局地的に短時間で激しく降る雨が続いている場合、突
然、役場から避難情報が発表されることもあります。
その場合にそなえて、非常持ち出し袋はすぐに持ち出
せるよう準備しておく。
・袋の中身も定期的に点検し、電池や食料の消費期限に
よっては新品に交換する。特に食料や飲料水は消費期
限をそろえておくと効率的に管理しやすい。
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立木の伐採を行う森林所有者や、立木を買い受けた方へ
「伐採及び伐採後の造林の届出制度」

　小海町では森林法に基づき「森林整備計画」において伐採や造林の方法などを定め、地域の実情に応
じて町民の理解と協力を得つつ、都道府県や林業関係者と一体となって関連施策を講じることにより、
適切な森林整備を推進しています。
　「伐採及び伐採後の造林の届出制度」は、森林の伐採、及び伐採後の造林が「森林整備計画」に適合
して適切に行われるか確認するために事前に届出書を提出していただくものです。なお、森林経営計画
の認定を受けた森林において計画に従って伐採する場合は、事後の届出が必要です。

森林の土地を取得された方へ
「森林の土地の所有者届出制度」

　適切な森林整備を進めるためには、分散した個々の所有森林の施業を集団的に取りまとめて一括して
効率よく行えるようにする集約化が必要です。集約化する際には一緒に施業をするよう森林所有者に働
き掛けますが、森林所有者が分からないと集約化ができず、たとえ間伐等の施業が必要な森林であって
も施業を行うことができません。こうしたことから、森林の土地の所有者の把握を進めるため、森林法
の改正によって所有者の届出が定められました。
個人か法人かによらず、売買契約のほか、相続、贈与、法人の合併などにより、森林の土地を新たに取
得した場合は、事後の届出として森林の土地の所有者届出が必要です。面積の基準はありませんので、
面積が小さくても届出の対象となります。
　以上のことについて、詳しくは産業建設課経済係９２−２５２５までお問い合わせください。

メーターカウンターで漏水の有無がわかります
　夏に向けて、水不足が予想されます。検針の際に漏水の有無について確認していますが、検針は奇数月
のため、常に各家庭の漏水を確認することはできません。そこで、、、

１　宅内の蛇口を全て閉めて、水が出ていないことを確認します。
２　設置されているメーターカウンターを確認します。
３　液晶画面で、しずくマークが「点滅」又はパイロットが「回転」していれば漏水の可能性があります。
　　※しずくマークが無い、又は「点灯」している場合は漏水ではありません。

漏水をしているか確認する方法をご紹介いたします。
どなたでも確認できますので、是非実施してみてください。

➡
パイロット
水使用時、
時計回りに回転

漏水時「点滅」
しずくマーク

※敷地内の漏水修理工事費はお客様の負担になります。漏水は早期発見と迅速な対処が肝心です！！
　皆様のご協力をお願いします。

お願い　水道メーターの付いていない水道の立ち上がりや、道や敷地内から水が染み出ている場所など
を見つけた場合は、産業建設課水道係までご連絡ください。

	 水は貴重な財産です。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
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《オープン八周年記念イベント》
　町民の皆様には、日頃より、八峰の湯をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　平成19年のオープン以来、町民の皆様をはじめ、県内外から大勢のお客様にご来場いただいており、この
７月で八周年を迎えることができました。これも町民の皆様のご理解とご協力のおかげと心より感謝申し上げ
ます。
　つきましては、八周年を記念しイベントを開催しますので、大勢の皆様のご来場をお待ちしております。

１　開催期間　７月１日㈬～７日㈫までの７日間
２　イベント内容（予定）
　　★抽選会（ご来場の皆様にはもれなく景品があります）
　　　・食事券（1,000円分）　100名様　　　・入浴券　　　　　100名様
　　　・ソフトドリンク券　　　100名様　　　・オリジナル商品　100名様
　　　　上記の当選者以外の方は入浴料100円割引券
　　★七夕限定イベント（７月７日のみ）
　　　◦男女（カップル）2名でご来場の方限定
　　　　　ソフトドリンクまたは生ビール中ジョッキ
　　　◦食事をされる方　デザートプレゼント

好評販売中《物
もの
味
み
湯
ゆ
産
さん
手
て
形
がた
》

　八峰の湯では、県内全域で利用できるお得な観光クーポン冊子「物
もの
味
み
湯
ゆ
産
さん
手
て
形
がた
」を販

売しています。
　八峰の湯をはじめ、県内の協賛している57の入浴施設のうち12の施設で無料入浴が
できます。さらに250を超す観光スポット、お食事どころ、農産物直売所など、協賛
施設での割引・特典が受けられます。
　有効期限は購入日から１年間で、１冊1,300円です。信州の旅を大変お得に楽しむ
クーポンです。この機会に購入してみてはいかがでしょうか。

《営業のご案内》
・営 業 時 間　　朝10時から夜９時まで（午後8時受付終了）
・メンテナンス休館日　　７月９日、９月９～10日、11月11～12日　平成28年１月14日、３月10～11日
・夏 の 早 朝 営 業　　朝風呂の開催期間　８月13～16日　　営業時間　午前７時～午前10時まで
・年 末 年 始 の 営 業　　時間短縮期間　12月31日、１月１日　営業時間　午前10時～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　（食事は午後２時までの限定メニュー）

　これからも町民の皆様に愛される温泉施設として精進してまいりますので、今後とも変わらずにご利用いた
だきますことを心よりお願い申し上げます。
　お問い合わせ先　八峰の湯　TEL.０２６７－９３－２２８８
　　　　　　　　　ホームページhttp://www.yahho-onsen.jp/

北八ヶ岳松原湖温泉 おかげさまで八周年

八峰の湯 検索

!!予告!!
8月8日㈯
特別イベント
誕生日に8のつく方で
食事をされる方にソフ
トドリンクプレゼント。

アルクマ、プティリッツァ、パクムも

応援にかけつけます!!
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子育て小海

連載№2

子育て世代へ
住宅取得費用の助成を行います

子育て世代へ
住宅取得費用の助成を行います
小海町は定住される子育て世代を支援します

～子育て世代住宅取得助成事業のご案内～
小海町では、次世代を担う子育て世代の定住を支援・促進するために、
子育て世代が町内で住宅を取得する場合に費用の一部を助成します。

子育て世代へ
住宅取得費用の助成を行います

●子育て世代住宅取得助成事業
○助成対象者
19歳未満の子どものいる世帯、もしくは夫
婦のどちらかが40歳以下の世帯
＊町徴収金に滞納がない世帯に限ります
○対象要件
居住部分が50㎡以上の物件の取得
（新築住宅・増築・中古住宅の取得）
○助成金額
・新築住宅の取得 100万円
・増築・中古住宅の取得  50万円

＊新築・増築住宅を町内業者で建設した場合
20万円が加算されます（中古住宅の取得
は適用外）

＊19歳未満の子どもが世帯にいる場合、 1
人につき10万円が加算されます

○遵守事項
自家用住宅とし、取得後 5 年間に転売等あ
った場合は、助成金は返還していただきます

○適用時期
平成26年10月 1日以降に取得したもの

○問い合わせ先
　総務課　企画係　電話　92－2525
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フォトトピックスフォトトピックス

★小海町交通安全協会の活動を紹介します。
　4月14日、小海小学校の交通安全教室で交通安全講話、
下校指導をさせていただきました。
　雨の中の下校指導となりましたが、児童のみなさんは、
雨の音で車の音が聞こえにくくなることや、傘で視界が悪
くなることなどを勉強できたと思います。交通安全協会か
ら、児童・先生のみなさんに反射材付きのマスコットキー
ホルダーを贈呈しました。

　本間川、小海高校
北側の一時停止箇所
に注意喚起の看板を
設置しました。溝の
原方面からの道が優
先となっています。
慣れている道は一時
停止など、つい見落
としがちですが、今
一度注意しましょう。

★春の直売所祭りが開催されました。
　5月3日㈰、小海町農産物加工直売所において、春の直売所祭りが
開催されました。当日は、山菜や加工グループの方々によるおやきや
お饅頭、惣菜等多数の商品が販売されました。また、八ツ手峯会の皆
様によるそばの実演販売や、ポップコーン、わたあめ、豚汁のふるま
い等が行われ、町内外から300人を超える方にご来場いただきました。
誠にありがとうございました。
　引き続き、10月に『秋の直売所祭り』、11月に『根菜祭り』の開催を予定しております。多数の皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

★平成27年度小海町消防団ポンプ操法大会開催されました。
　5月24日㈰、松原の町総合グラウンドにおいて、平成27年度
小海町消防団ポンプ操法大会が行われました。
　自動車ポンプ操法の部で2チーム、小型ポンプ操法の部で6チ
ームが出場しました。
　各チームとも、日頃の練習の成果を発揮すべく熱戦が繰り広げ
られました。また、審査中の時間を利用して、ラッパ班によるラ
ッパ吹奏が行われました。
・自動車ポンプ操法の部　　優　勝　　第4分団
・小型ポンプ操法の部　　優　勝　　第1分団
　　　　　　　　　　　　　準優勝　　第4分団
　　　　　　　　　　　　　第３位　　第5分団

小
型
ポ
ン
プ
操
法
　
第
一
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法
　
第
四
分
団
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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方
法
及
び
問
合
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
九
一
─
二
二
〇
〇
）

　

若
し
く
は

公
益
財
団
法
人
長
野
県
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（
℡
〇
二
六
─
二
二
六
─
三

七
四
一
）

「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」に
つ
い
て

～
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

　
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

六
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問

題
啓
発
月
間
」
で
す
。

標
語
：
『
外
国
人
雇
用
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
適
正
に
！　

～
外
国
人
が
能
力
を
発
揮

で
き
る
適
切
な
人
事
管
理

と
就
労
管
理
を
～
』

　

事
業
主
の
方
が
外
国
人
労
働

者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
適
法
に
就
労
で
き
る
「
在
留

資
格
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

外
国
人
労
働
者
の
雇
入
れ
・
離

職
時
に
は
、
氏
名
、
在
留
資
格
、

在
留
期
限
、
国
籍
等
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
就
労
す
る
外
国
人
労
働

者
に
は
、
日
本
人
労
働
者
と
同

様
に
労
働
基
準
法
な
ど
の
労
働

関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

佐
久
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
）

　

事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部
門

℡
〇
二
六
七
─

六
二
─

八
六
〇
九

大
切
な
人
を
守
る
た
め
、

あ
な
た
の
力
を
！

社
会
に
貢
献
す
る
自
衛

官
を
募
集
中

●
一
般
曹
候
補
生
の
募
集

◆
資　

格

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現

在
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未

満
の
者

◆
受　

付

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
㈯

か
ら
九
月
八
日
㈫
ま
で

◆
採
用
試
験

第
一
次
試
験
九
月
十
八
日
㈮

ま
た
は
十
九
日
㈯

◆
待
遇
等

入
隊
後
二
年
九
月
以
降
、
選

考
に
よ
り
「
曹
」
へ
昇
任

●
航
空
学
生
の
募
集

◆
資　

格

高
卒
見
込
以
上
二
十
一
歳
未

満
の
者

◆
受　

付

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
㈯

か
ら
九
月
八
日
㈫
ま
で

◆
採
用
試
験

第
一
次
試
験
九
月
二
十
三
日

㈬
◆
待
遇
等

入
隊
後
約
六
年
で
自
衛
隊
の

航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト

●
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

◆
資　

格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

の
者

◆
受　

付

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
㈯

か
ら
九
月
八
日
㈫
ま
で

◆
採
用
試
験

第
一
次
試
験
は
受
付
時
に
通

知
◆
待
遇
等

所
要
の
教
育
を
得
て
、
三
ヶ

月
後
に
二
等
陸
海
空
士
に
任

命

　

細
部
の
お
問
合
せ
先
、
自
衛

隊
長
野
地
方
協
力
本
部
上
田
地

域
事
務
所　

℡
〇
二
六
八
─
二

二
─
五
二
六
七

行政相談員に
吉 澤 栄 二 氏　再任

　行政相談員として活躍されている卒道の吉
澤栄二さんが、この度引続き総務大臣から委
嘱されました。
　「行政相談」とは、皆さんから国の役所や
独立行政法人及び特殊法人が行っている仕事
に関する苦情や意見・要望をお聞きし、その
解決や実現を図るための身近な窓口が、行政
相談員です。
　相談は無料で秘密は守られますので、お気
軽にご相談ください。
　お問い合わせは総務課総務係へお願いしま
す。
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親　沢

本　村

本間上

東馬流

二夕小池

大　畑

⒇

子 育 て 支 援 だ よ り
元気な小海っ子事業「花植え＆柵作り」

婚活のすすめ事業
○白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　と　き　 7月19日㈰・ 8月16日㈰　13時～16時
　ところ　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」
○小海町結婚相談
月～金曜日の 8時30分～19時まで小海児童館で受け付け
ています。
ご相談はご本人でもご家族でも結構です。また、お近く
の結婚相談員さんに相談されても結構です。気軽にご相
談下さい。

　 5月16日㈯に小海なかよし児童館にて、元気な小海っ子事
業が行われました。
　地域の方や子育て支援ボランティアの方と一緒にプランタ
ーに花を植え、児童館や総合センター等に飾りました。雨天
の為、ちびっこ広場の花壇にはボランティアの方々に植えて
いただき、子どもたちは子育て支援ボランティア会長の山下
さん指導の下、柵作りをしました。
　慣れない釘打ちに戸惑いながらも、
立派な柵が出来上がり、子どもたちも
満足そうでした。
　児童館入り口と、ちびっこ広場に飾
ってありますので、ぜひご覧ください。

子育て支援センター事業（未就園児と親） 児童館事業（放課後児童） 次世代育成事業（児童等）
7・8月の子育て支援教室 お問い合わせは 小海児童館 TEL 92−2580

おもちゃランド　
◆ 7月16日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「水遊びをしよう！」
◆ 8月20日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館・元気の出る公園
　「バスで
　　　元気の出る公園へ行こう！」

はぐくみサロン　
◆ 7月23日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「子どもの体を作る朝ごはん」
◆ 8月27日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「子どもの応急処置方」

パパママカンガルー広場　
◆ 7月 9日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「フラワーアレンジメント」

子ども教室　
７月
・ 7月 8日㈬　放課後
　小海児童館
　「風船バレー」

８月
・ 8月 5日㈬・ 6日㈭　 9時～12時
　小海児童館
　「夏休みイベント」

（探検隊とコラボ　 6日㈭）

・ 8月26日㈬　放課後
　小海児童館
　「シャボン玉」

元気な小海っ子　
・ 7月11日㈰　 9時～12時
　松原湖高原
　「ハイキング＆
　　　美術館でワークショップ」

子ども探検隊　
・ 8月 6日㈭　 9時～12時
　「高原で遊ぼう」

・ 8月下旬
　「水あそび」

井上　一郎

松本　英一

井出みつ江

北原富美子

菊池富美子

井上　　知

相談員にお気軽にご相談ください
結婚相談員
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子育てほっと情報子育てほっと情報

子育てフェスタ２７　開催日：６月２１日㈰　場所：小海なかよし児童館

就学前の親子を対象とした「子育てフェスタ27」を今年も開催します。
親子で自由に遊べる場、いろいろな人と出会える場、育児情報の交換や相談の場として皆さんに活用して
いただきたいと思います。開催日が日曜日ですので、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃん、
家族みんなでお越しください。

親子でリトミック

佐藤志穂先生による、親子
でのリズム遊び
楽しく体を動かそう！

ちょこっとおやつ

地域の方が作ってくれる
「おからドーナッツ」、「き
な粉棒」など、おいしいお
やつをいただきましょう

人　形　劇

劇団「やまいも」の方々に
よる人形劇を鑑賞します。

子育てなんでも相談

町の子育て支援サービスの
使い方、子育て相談、ちょ
っとしたことでもＯＫ！
相談にのります。

子育て利サイクル

自由にご覧いただき、利用
したいものが見つかりまし
たら、係員にお声かけくだ
さい。

楽しい親子遊び♪
小麦ねんどや折り紙など、
親子で楽しく遊びましょ
う！

現況届け提出について
児童手当現況届申請用紙を送付しました。
　6 月 1 日現在の状況を記入し、注意事項を読
んで添付書類と一緒に 7 月 1 日㈬までに小海
児童館、役場窓口に提出してください。

子育て世帯臨時特例給付金について
該当する方に、子育て世帯臨時特例給付金申
込用紙を送付いたします。9 月30日までに小
海児童館、役場窓口に提出してください。

児童手当支給について
★ 6月は児童手当支給月です。
今回は 6 月 5 日㈮に振込みましたので、口座
の確認をお願いします。なお、年 3 回、6 月
・10月・ 2 月の第 1 金曜日に振込みます。

「子育て利サイクル」6/21
子育てフェスタでは、今回も「利サイクルコー
ナー」を設けます。ご家庭に眠っている品物、
使える物は再利用しましょう。
○事 前 持 込 日　 6 月15日㈪～19日㈮
●持 込 場 所　小海なかよし児童館
○提供できる物　ベビー用品
　　　　　　　　子供服 ( 小学生まで )

関東甲信越静里親研究協議会
　　　　　　　　　長野大会のお知らせ
家族と暮らすことが出来ない子ども達を養育し
ている里親たちの協議会です。一般の方々のご
参加をお待ちしています。
日　時： 7 月11日㈯　10時～16時
会　場：長野市若里市民文化ホール

（式典、講演）
　　　　長野県社会福祉総合センター（分科会）
お問合わせ：長野県里親会連合事務局

℡０２６－２２７－５２０３
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報
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平
成
二
十
六
年
度
決
算
報
告

事 業 活 動 収 入

介護保険収入 77%

利用料収入
1%

事業収入 2%

その他 1%引当金戻入 7%
会費収入 1%

助成金収入 3%

受託金収入 7%

共同募金
配分金 1%

会費収入 2,777,000
助成金収入 6,798,000
受託金収入 14,363,200
共同募金配分金 2,112,096
介護保険収入 154,474,825
利用料収入 394,600
事業収入 3,895,140
引当金戻入 14,453,857
その他 1,302,407
合計 200,571,125

事 業 活 動 支 出
人件費 139,833,581
事務費 3,669,435
事業費 38,329,679
助成金・負担金 7,011,450
減価償却費 689,919
引当金繰入 4,452,914
基金繰入額 3,020,480
合計 197,007,458

人件費 71%

事業費
18%

事務費
2%

助成金・
負担金 4%

減価償却費 1%
引当金繰入 2%
基本繰入額 2%

　

五
月
二
十
二
日
㈮
、
小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
・
善
意
銀
行
特
別
会
計
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
通
所
事
業
の
利
用
者
さ
ん
の
増
加
や
、
人
件
費
な
ど
経
費
節
減
を
心
が
け
た

結
果
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
経
費
の
節
減
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
町
の
福
祉
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

独
り
暮
ら
し
の
会
「
ふ
れ
あ
い
会
」
で
は
、
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
四
月
三
十
日
に

小
諸
市
の
菱
野
温
泉
・
常
盤
館
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
名
物
の
登
山
電
車
に
乗
り
、
展
望
露
天
風
呂

か
ら
の
眺
め
は
佐
久
平
が
一
望
で
き
最
高
の
景
色

で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
お
い
し
い

食
事
を
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
会
」
で
は
、
六
十
五
才
以
上
の
独

り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
随
時
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

お
問
い
合
わ
せ　

小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会

九
二
ー
四
一
〇
七
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✿❀宅 老 所 お 花 見 昼 食❀✿✿❀宅 老 所 お 花 見 昼 食❀✿✿❀宅 老 所 お 花 見 昼 食❀✿
　

四
月
二
十
三
・
二
十
四
日
と
朝
か
ら
と
て
も
良
い
お

天
気
だ
っ
た
の
で
、
お
弁
当
を
持
っ
て
中
学
校
と
な
り

の
ち
び
っ
こ
広
場
へ
お
花
見
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
早
く
か

ら
暖
か
い
日
が
続

き
例
年
よ
り
も
早

め
の
お
花
見
と
な

り
、
満
開
の
桜
を

見
な
が
ら
青
空
の

下
で
食
べ
る
お
弁

当
は
格
別
で
、
普

段
少
食
の
利
用
者

さ
ん
も
「
今
日
の

お
弁
当
は
特
別
お

い
し
い
ね
！
」
と

ペ
ロ
ッ
と
食
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
次
か
ら

次
へ
と
春
の
歌
が
飛
び
出
し
、
お
酒
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
楽
し
い
宴
会
の
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
に
入
る
と
草
花
が
青
く
な
り
、
摘
み
草
に
出
か

け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
昔
を
思
い
出
し
夢
中
に
な
っ
て
よ

も
ぎ
を
摘
み
、
あ
っ
と

い
う
間
に
バ
ケ
ツ
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

持
ち
帰
っ
た
よ
も
ぎ
は

早
速
あ
く
抜
き
を
し
細

か
く
刻
み
、
次
の
日
に

皆
で
草
も
ち
を
作
り
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

小海町のボランティアさん紹介〈朗読ボランティア〉

　朗読ボランティアは、絵本や民話、書物など、読むこ
とも聴くことも好きな人の集まりです。
　現在は、主に目の不自由な方を対象に、公民館報や議
会だよりをテープに録音し、貸し出しています。
　また、児童館や小学校での絵本の読み聞かせや交流も
楽しませていただいています。
　朗読ボランティアに興味のある方、また、利用を希望
される方は、お気軽にお声かけください。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

根
っ
子
の
会　

様

黒
澤　

國
夫　

様　
（
中　

村
）

井
出　

尚
子　

様　
（
土　

村
）

高
見
沢
勝
利　

様　
（
土　

村
）

篠
原　

文
子　

様　
（
本
間
川
）

新
井
ち
い
子　

様　
（
大　

畑
）

　

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

善
意
銀
行
御
礼

（
三
月
～
五
月
）
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柿
渋
を
染
め
る

　
柿
渋
の
歴
史
は
遠
く
は
弥
生

時
代
に
遡
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

衣
類
と
し
て
は
平
安
時
代
下
級

武
士
の
「
柿
衣
」、
江
戸
時
代

に
は
庶
民
の
生
活
の
中
で
色
々

と
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
柿
渋
は

高
い
防
水
性
、
防
腐
性
、
防
虫

効
果
を
持
ち
、
漁
網
、
醸
造
用

の
漉
し
袋
、
型
紙
（
渋
紙
）、

漆
器
の
下
地
塗
、
そ
し
て
塗
笠
、

番
傘
、
渋
団
扇
、
塗
篭
、
紙
衣

（
合
羽
）
な
ど
の
日
用
品
に
も
。

　
柿
は
甘
柿
と
渋
柿
に
大
別
さ

れ
る
が
、
日
本
に
は
約
千
種
あ

る
と
い
う
。柿
渋
液
は
渋
柿（
特

に
豆
柿
・
琉
球
豆
柿
）
の
未
熟

な
果
実
を
粉
砕
、
圧
搾
し
て
得

ら
れ
る
汁
液
を
醗
酵・熟
成（
二

年
ほ
ど
）
さ
せ
て
作
ら
れ
る
。

「
渋
」
と
は
タ
ン
ニ
ン
を
指
し

ま
す
が
、
柿
に
は
カ
キ
タ
ン
ニ

ン
が
含
ま
れ
、
未
熟
な
果
実
や

種
子
に
は
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

タ
ン
ニ
ン
は
お
茶
の
渋
み
を
イ

メ
ー
ジ
し
水
溶
性
で
す
が
、
カ

キ
タ
ン
ニ
ン
は
縮
合
性
タ
ン
ニ

ン
と
い
っ
て
空
気
に
触
れ
て
固

ま
り
、
防
水
の
被
膜
を
作
り
ま

す
。
そ
れ
故
、
和
紙
に
塗
っ
た

り
、
板
に
塗
っ
た
り
、
蔓
に
塗

っ
た
り
し
て
商
品
を
作
っ
て
き

ま
し
た
が
、
布
生
地
に
染
め
る

発
想
が
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
最
近
、
柿
渋
液
も
無
臭
液
や

生
地
の
ご
わ
つ
き
の
な
い
染
め

方
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
昨
年
七
月
東
馬
流

に
一
本
の
豆
柿
を
発
見
し
、
許

可
を
得
て
そ
の
未
熟
果
を
採
取

し
、
粉
砕
・
醗
酵
を
試
み
、
一

升
瓶
三
本
の
柿
渋
液
が
採
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
は
八
〜
十
ヶ
月
は
熟

成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

二
月
納
屋
を
の
ぞ
く
と
凍
結
し

て
見
事
に
破
裂
し
て
い
ま
し
た
。

止
む
を
得
ず
四
月
の
教
室
で
は

無
臭
柿
渋
液
を
購
入
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
然
し
、
生
地
染

と
和
紙
の
摺
り
染
め
は
見
事
に

柿
渋
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
柿

渋
は
天
日
干
し
で
発
色
し
ま
す
。

太
陽
光
が
媒
染
剤
で
す
。
和
紙

の
場
合
は
何
度
も
塗
っ
て
は
干

し
、
ま
た
塗
る
を
繰
り
返
し
て

濃
い
柿
渋
色
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
仕
上
が
り
は
皮
革
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
バ
ッ
グ
に
な
っ

て
お
目
に
掛
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

この広報紙は大豆インキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　4 月29日に松本市で開催された、第11回市町村対抗小
学生駅伝に出場した小海町チーム

少年球技大会
ドッジボールの部で優勝した第10分館チーム

　

美
術
館
で
は
、

六
月
二
十
日
よ
り
、

「
画
業
七
十
年　

横
井
照
子
展
─
ス

イ
ス
で
描
く
日
本

の
詩
─
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

横
井
照
子
氏
は
一
九
二
四
年

愛
知
県
に
生
ま
れ
、
油
彩
・
テ

ン
ペ
ラ
・
リ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
に

よ
る
季
節
の
情
景
や
草
花
な
ど

自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
色
彩
豊

か
な
作
品
が
特
徴
の
画
家
で
す
。

　

一
九
五
九
年
画
家
サ
ム
・
フ

ラ
ン
シ
ス
氏
と
結
婚
し
、
一
九

六
〇
年
の
時
に
パ
リ
へ
移
住
、

活
動
の
場
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移

し
ま
し
た
。
一
九
六
二
年
に
は

ス
イ
ス
国
籍
、
ベ
ル
ン
市
民
権

を
得
て
積
極
的
に
作
品
を
発
表
。

現
在
も
ベ
ル
ン
に
在
住
し
、
九

十
一
歳
を
迎
え
て
も
な
お
活
発

に
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
で
は
国
民
的
画
家
と
し

て
認
め
ら
れ
、
近
年
は
エ
ッ
グ

テ
ン
ペ
ラ
の
作
品
に
よ
り
、
世

界
中
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
初
期
作
品
か
ら

現
在
ま
で
の
油
彩
・
エ
ッ
グ
テ

ン
ペ
ラ
な
ど
約
七
十
点
を
一
堂

に
集
め
、
画
家
と
し
て
の
七
十

年
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
画
業
70
年
　
横
井
照
子
展

─
ス
イ
ス
で
描
く
日
本
の
詩
─
」開
催

柿渋染ストール

横井　照子《富士山》

柿渋染和紙


